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地殻変動監視観測（８００２）

海域火山観測（８００３）

験潮（８００１）

海洋測地の推進（８００５）

海底地殻変動観測（８００６）

広域・モニタリング

準備過程（海底観測技術の高度化）

SLR観測

GPS観測

H21年度実施計画

海域における地形・活断層調査（８００４）
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海底地殻変動観測（８００６） ＃１海底地殻変動観測（８００６） ＃１

右：「宮城沖１」，「宮城沖１」，「福島沖」
の各海底基準点のユーラシアプレート
安定域に対する速度ベクトル．

下：「宮城沖」海底基準点の位置変化
（ユーラシアプレート固定）

「宮城沖2」海底基準点においては、
2005年6月から2009年3月までの観測
結果から、2005年8月16日宮城県沖の
地震（M7.2）によるひずみの開放から蓄
積開始に至る一連の過程を海底で初
めて捉えることができた．



海底地殻変動観測（８００６） ＃２海底地殻変動観測（８００６） ＃２

2009年8月11日駿河湾の地震(M6.5)の前後の東
海沖1」海底基準点の位置変化（下里固定） 4

南海トラフ沿い，御前埼から室戸岬の沖合にかけ
て設置している6ヶ所の海底基準点のユーラシア
プレート安定域に対する速度ベクトル．各点とも西
～北西の方向に年間2～5cm程度の速さで移動し
ている．



2009年8月11日に駿河湾で発生した地震による津波．
平成21年8月11日5時7分頃に駿河湾で発生した地震
の際に，当庁所管の験潮所で観測された潮位変化の
最大の高を示す. なお，グラフの描画データ間隔は
30秒である. 

DGPS局等のGPS連続観測から求めた水平変位
(2009年1月2日～2010年1月16日) 5

験潮観測（８００１）および地殻変動監視観測（８００２）験潮観測（８００１）および地殻変動監視観測（８００２）



「福徳岡ノ場」の小噴火状況
（2010年2月3日）
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海域火山観測（８００３)および海洋測地の推進（８００５）海域火山観測（８００３)および海洋測地の推進（８００５）

人工衛星レーザー
測距（SLR）観測

SLR観測により求めら
れた下里の座標変化

新しく発見さ
れた小火口

約600m

約200m

「福徳岡ノ場」の海底地形
（2010年3月測量）

「福徳岡ノ場」の海底地形
（2005年7月測量）



山口県北西部の断層分布図．菊川断層帯の延長部分の他，
その北東側にも同じ走向を持つ何条かの断層が見られる． 7

海底における地形・活断層調査（８００４）海底における地形・活断層調査（８００４）


